
令和４年度の「いちのせき市民フェ

スタ２２(８月28日開催)」参加団体に

よるＰＲ動画と、「イチコレ第３回コン

テスト(９月４日開催)」のランウェイの

様子を、当センターのYouTubeアカウ

ントにて公開中！

動画はQRコードを読み込むか、

YouTubeページの検索フォームで上

記イベント名を入力していただくと

上位に出てき

ます。詳しくは

下記まで。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2022.11
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「牧草ロールのハロウィン」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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今年８月に活動を開始した「ふじさ

わ朝市の会」が主催する「ふじさわ朝

市２０２２」を10～12月の第１日曜日

に開催します。

「つなげる、つながる、楽しむ」が

テーマの朝市で、生産者こだわりの

“おいしいもの”が集結！野菜やりんご、

米、豆腐、コーヒー等のほか、雑貨の

販売もあります。詳しくは下記までお

問合せください。

「森林資源を活用する一関市民の

会」では、森林資源の循環活用の一

環で、薪や燃料チップづくりに取り組ん

でいます。薪ストーブ用の薪(長さ

40cm前後)をコンテナに詰めてご自宅

まで配達します。ホームページからも

問合せや購入が可能です。

毎年２月に開催している「岩手・一

関全国わんこもち大会」は、市内の

高校生が実行委員として企画準備

及び当日の運営を行っています。令

和４年度においては、コロナ禍にて企

画準備体制が整わなかったことから、

開催を見送ることといたしました。

例年多大なるご協力をいただいて

いる企業・団体、関係各所の皆様、

参加を検討されている皆様にはご迷

惑をおかけいたしますが、ご理解のほ

ど、よろしくお願いいたします。

一関・平泉

黄金の國バルーンクラブ

会員募集中！

募集

ふじさわ朝市２０２２

情報

就職氷河期世代支援事業

「いちサポ・ネクストリー」

職場体験就業協力企業募集

募集

情報

「いちのせき市民フェスタ２２」

「イチコレ第３回コンテスト」

YouTubeにて公開中

情報

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 54890 13 24579 37

花泉 12204 -9 4706 1

川崎 3293 1 1283 2

千厩 9986 -12 4120 -1

大東 12153 -3 4931 6

東山 5952 -14 2282 0

室根 4464 -23 1776 -6

藤沢 7234 -12 2794 0

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 110176 -59

世帯数 46471 39

出生数 41 -3

2022年10101010月月月月１１１１日日日日付

(2022年９月30日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

薪ストーブ用

薪の販売

開催日開催日開催日開催日：１０～１２月の第１日曜日

(１０/２・１１/６・１２/４)

時間時間時間時間：９時～１２時

場所場所場所場所：カンブン藤沢店 第３駐車場

(一関市藤沢町藤沢字早道)

問合問合問合問合：０１９１-６３-５５８８（伊東）

薪薪薪薪のののの樹種樹種樹種樹種・・・・価格価格価格価格：※軽トラック１台分

<針葉樹 薪> １０,０００円

<広葉樹 薪> １５,０００円

<配達料> ２,０００円

ＨＰＨＰＨＰＨＰ： https://sinnrin.web.fc2.com/

index.html （「森林資源を活用する一関市

民の会」で検索しても、上位に表示されます）

問合問合問合問合：０７０-４３４５-２２４４

（事務局・千田）

一関・平泉地域を熱気球イベントで

盛り上げることを目的に活動する「一

関・平泉黄金の國バルーンクラブ」で

は、一緒に活動する仲間を募集して

います。主な活動は、「一関・平泉バ

ルーンフェスティバル」や「熱気球教

室」のサポート、「体験搭乗(係留)イベ

ント」の開催などです。

熱気球の知識や経験は不問。興味

のある方はお気軽にお問合せください。

※入会は高校生以上。

令和４年度

「全国わんこもち大会」

開催見送り

情報

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

(いちのせき市民活動センター)

１｜二言三言｜ 職業訓練法人東磐職業訓練協会専務理事 村上敬一さん

３｜団体紹介｜ 大原スポーツ愛好会

５｜地域紹介｜ 弥栄第４民区 （一関）

７｜企業紹介｜ 農事組合法人 なつかわファーム (花泉)

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㉘ ＮＰＯ＝コミュニティビジネス？

９｜センターの自由研究｜ くらし調査ファイル№19「こうせん粉」

今月の表紙

企業紹介に登場する「農事組合法人なつかわファーム」が利用する 「Ｊ

Ａいわて平泉 夏川地区カントリーエレベーター」の内部。カントリーエレ

ベーターは、米の集荷、乾燥、精選、貯蔵などを行う施設で、運び込まれ

た米は、保管に最適な水分量に乾かされた後、籾ごと巨大なサイロで貯

蔵。様々な機械・設備がベルトコンベヤーやバケットエレベーターで連結

しているため、自動的に各工程が行われていきます。

就職氷河期世代(1990年代～

2000年代に就職活動を行った世代)

の就職や転職を応援する支援事業

「いちサポ・ネクストリー」では、職場体

験就業先(企業)を募集しています。

職場体験就業(短期雇用)を実施し

ていただいた企業には、「雇用型職場

体験制度」を活用し、就業支援金とし

て１日当たり2,000円～4,000円を支

給いたします(最長２週間分)。

詳しくは右記QRコードを

読み込むか下記までお

問合せください。

問合問合問合問合：０１９１-４８-４４６７

（いちのせき若者サポートステーション）

年会費年会費年会費年会費：

<個人> ３,０００円

<法人・団体会員> １０,０００円

問合問合問合問合：０１９１-２１-８４１３

(一関市商工労働部観光物産課内)

問合問合問合問合：０１９１-４８-３７３５

(いちのせき市民活動センター千厩サ

テライト内 岩手・一関全国わんこもち

大会実行委員会事務局)

▲いちのせき市民

フェスタ２２

▲イチコレ第３回

コンテスト



「安全」に対する「知識」を「安全」に対する「知識」を「安全」に対する「知識」を「安全」に対する「知識」を

～草刈り作業を理論的に見つめ直して～～草刈り作業を理論的に見つめ直して～～草刈り作業を理論的に見つめ直して～～草刈り作業を理論的に見つめ直して～

地域の「気になる人」を対談でご紹介

東磐職業訓練協会 専務理事 村上敬一さん ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹第１００回
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い

と

い

う

規

定

が

あ

る

ん

で

す

。

な

の

で

森

林

組

合

や

土

木

業

者

、

建

設

会

社

の

人

た

ち

が

来

ま

す

。

他

方

で

、

中

山

間

事

業

の

人

た

ち

も

来

ま

す

よ

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

僕

の

地

域

の

人

も

受

け

て

き

た

と

聞

き

ま

し

た

。

中

山

間

事

業

も

「

従

事

者

」

に

あ

た

る

ん

で

す

か

。

村

上

村

上

村

上

村

上

確

か

に

日

当

を

も

ら

う

地

域

も

あ

り

ま

す

が

、

厳

密

に

は

従

事

者

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

中

山

間

事

業

で

の

事

故

が

多

い

こ

と

か

ら

、

市

が

安

全

教

育

の

受

講

を

斡

旋

し

て

い

る

ん

で

す

。

そ

れ

で

、

５

年

前

か

ら

市

と

連

携

し

、

出

張

講

習

も

す

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

地

域

に

出

向

い

て

刈

払

機

の

安

全

講

習

を

し

て

く

れ

る

と

い

う

こ

と

で

す

か

？

村

上

村

上

村

上

村

上

原

則

15

人

程

度

の

受

講

者

が

い

る

場

合

に

で

は

あ

り

ま

す

が

、

こ

れ

ま

で

に

厳

美

地

域

や

大

東

、

藤

沢

な

ど

、

35

団

体

で

行

い

ま

し

た

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

講

習

は

ど

の

よ

う

な

内

容

で

す

か

？

村

上

村

上

村

上

村

上

大

き

く

分

け

る

と

「

安

全

の

確

保

」

と

「

振

動

障

害

防

止

」

と

い

う

２

つ

の

柱

が

あ

り

ま

す

。

エ

ン

ジ

ン

式

の

刈

払

機

は

「

振

動

工

具

」

な

ん

で

す

。

振

動

障

害

を

発

症

す

る

可

能

性

も

あ

る

の

で

、

そ

の

予

防

に

関

す

る

知

識

も

お

伝

え

し

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

振

動

障

害

！

あ

ま

り

意

識

し

た

こ

と

が

な

い

で

す

ね

。

村

上

村

上

村

上

村

上

振

動

障

害

は

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

や

土

木

工

事

で

発

症

す

る

こ

と

が

多

い

で

す

が

、

刈

払

機

も

可

能

性

は

ゼ

ロ

で

は

な

い

の

で

、

国

の

通

達

で

は

刈

払

機

の

作

業

時

間

は

最

大

４

時

間

以

内

と

い

う

規

定

が

あ

る

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

一

日

中

草

刈

り

し

て

る

日

も

あ

り

ま

す

(

笑

)

４

時

間

じ

ゃ

草

刈

り

終

わ

ら

な

い

で

す

よ

。

村

上

村

上

村

上

村

上

農

家

さ

ん

は

み

ん

な

そ

う

言

い

ま

す

(

笑

)

な

の

で

、

例

え

ば

30

分

連

続

作

業

を

し

た

ら

５

分

以

上

の

休

憩

時

間

を

取

る

と

か

、

そ

う

い

う

指

導

を

し

て

い

ま

す

。

あ

と

は

防

振

手

袋

の

着

用

を

促

し

た

り

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

実

際

、

振

動

障

害

を

発

症

す

る

人

は

多

い

ん

で

す

か

？

村

上

村

上

村

上

村

上

振

動

工

具

全

体

で

見

る

と

、

全

国

で

毎

年

２

百

人

近

く

労

災

認

定

さ

れ

て

い

る

よ

う

で

す

。

ち

な

み

に

、

20

～

30

代

に

振

動

工

具

を

頻

回

に

使

用

し

た

人

が

、

40

代

に

な

っ

て

か

ら

発

症

す

る

ケ

ー

ス

も

あ

り

、

１

年

以

上

治

療

し

て

い

る

人

は

全

国

で

５

千

人

く

ら

い

い

る

よ

う

で

す

。

た

だ

、

根

本

的

な

治

療

方

法

が

確

立

さ

れ

て

お

ら

ず

、

完

治

は

し

な

い

よ

う

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

聞

く

と

予

防

の

必

要

性

を

認

識

し

ま

す

ね

。

も

う

一

方

の

「

安

全

の

確

保

」

に

つ

い

て

は

ど

の

よ

う

な

内

容

で

す

か

？

村

上

村

上

村

上

村

上

例

え

ば

「

キ

ッ

ク

バ

ッ

ク

」

で

す

ね

。

キ

ッ

ク

バ

ッ

ク

に

よ

っ

て

他

者

を

傷

つ

け

ぬ

よ

う

、

５

ｍ

を

危

険

区

域

と

し

て

、

そ

の

中

は

他

人

を

い

れ

ず

、

複

数

で

草

刈

り

を

す

る

時

は

５

ｍ

以

上

離

れ

て

作

業

を

す

る

こ

と

。

ま

た

、

斜

面

で

作

業

す

る

際

に

は

上

下

に

重

な

ら

な

い

、

と

か

…
…

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

僕

も

河

川

の

草

刈

り

に

出

た

時

、

い

つ

も

の

感

覚

で

あ

る

程

度

刈

り

進

め

て

戻

ろ

う

と

し

た

ら

、

他

の

人

に

「

行

け

！

戻

っ

て

来

る

な

！

」

っ

て

手

で

合

図

さ

れ

て

。

暗

黙

の

ル

ー

ル

で

一

方

方

向

に

刈

る

と

決

ま

っ

て

い

た

よ

う

で

す

が

、

新

参

者

は

知

ら

な

い

ん

で

す

よ

ね

。

村

上

村

上

村

上

村

上

集

団

で

の

草

刈

り

で

欠

け

て

い

る

の

は

「

作

業

前

の

打

ち

合

わ

せ

」

な

ん

で

す

。

来

た

順

に

作

業

を

始

め

て

し

ま

っ

た

り

し

て

。

で

も

本

来

は

、

開

始

前

に

集

ま

っ

て

、

参

加

者

の

顔

色

を

う

か

が

っ

て

、

青

い

顔

し

て

る

人

が

い

れ

ば

「

今

日

は

や

め

て

お

い

た

方

が

良

い

よ

」

と

注

意

し

な

き

ゃ

い

け

な

い

し

、

機

械

の

確

認

も

す

べ

き

。

最

低

で

も

刃

だ

け

は

揺

す

っ

て

み

た

り

、

安

全

装

置

を

外

し

て

い

る

も

の

は

使

わ

せ

な

い

、

と

か

。

あ

と

は

道

路

沿

い

の

工

作

物

に

は

事

前

に

目

印

を

つ

け

て

お

き

、

開

始

前

に

注

意

す

る

と

か

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

確

か

に

、

中

山

間

事

業

や

集

落

の

草

刈

り

は

機

械

の

持

ち

寄

り

が

多

い

で

す

か

ら

ね

…
…

。

村

上

村

上

村

上

村

上

そ

う

、

持

ち

寄

り

と

い

う

こ

と

は

、

人

に

よ

っ

て

管

理

の

仕

方

が

違

う

と

い

う

こ

と

。

機

械

の

点

検

を

し

た

こ

と

の

な

い

人

も

多

い

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

い

う

の

っ

て

家

庭

の

中

で

親

か

ら

子

へ

教

え

ら

れ

て

い

く

も

の

だ

っ

た

の

で

、

自

己

流

も

多

い

で

し

ょ

う

し

、

わ

ざ

わ

ざ

講

習

に

行

く

と

い

う

感

覚

が

な

い

で

す

よ

ね

。

村

上

村

上

村

上

村

上

私

も

以

前

は

そ

う

思

っ

て

ま

し

た

が

、

事

故

事

例

な

ど

を

見

聞

き

す

る

に

つ

れ

、

な

ん

と

か

し

な

い

と

い

け

な

い

と

思

い

ま

し

た

。

安

全

作

業

は

見

て

覚

え

る

だ

け

で

な

く

、

「

安

全

に

対

す

る

知

識

」

が

な

い

と

、

事

故

防

止

が

で

き

な

い

ん

で

す

よ

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

集

落

な

ど

へ

の

出

張

対

応

も

し

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

す

し

、

自

治

会

行

事

な

ど

で

安

全

講

習

を

盛

り

込

む

よ

う

な

機

運

が

必

要

で

す

ね

。

村

上

村

上

村

上

村

上

集

落

の

仲

間

同

士

で

学

ぶ

と

、

そ

の

後

に

注

意

し

合

う

な

ど

、

教

育

効

果

は

非

常

に

高

い

で

す

。

自

治

会

の

皆

さ

ん

に

も

受

講

し

て

い

た

だ

き

た

い

で

す

ね

。

２
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１

※４ 振動が手・腕を通して身体に伝達されることにより生じる、手指等の末梢循環障害、末梢神経障害、運動器(骨、関節系)障害の３つの障害の総称。

※５ 作業者に飛散物が飛ばないようにする飛散物防護カバーなどを、作業がしにくいという理由で外してしまう人もいる。

職業訓練法人東磐職業訓練協会の専務理事であり、

一関市より委託を受けて管理運営を行う「両磐地域

職業訓練センター」では「刈払機取扱い作業者安全

衛生教育」の講師も担う。千厩町千厩在住で、中山

間地域等直接支払制度(以下、中山間事業)の協定を

結ぶ「千厩町第４区農業集落」の事務局長を長年務

めるなど、公私ともに刈払機作業に精通。

※１ 労働安全衛生法の59条～60条に規定。 ／ ※２ 学科教育５時間、実技教育１時間のカリキュラムが定められている。

※３ 事業主が従業員に刈払作業を行わせる場合を指す。
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ど

も

た

ち

や

保

護

者

が

『

不

便

だ

』

と

い

う

思

い

で

は

な

く

、

『

大

原

に

住

ん

で

い

る

か

ら

こ

そ

で

き

た

』

と

、

プ

ラ

ス

に

捉

え

て

も

ら

え

る

よ

う

な

体

験

を

提

供

し

た

い

」

と

い

う

の

が

、

そ

の

こ

だ

わ

り

の

目

的

で

す

。

今

年

度

は

「

Ｂ

Ｍ

Ｘ

(

自

転

車

競

技

の

一

種

)

」

の

体

験

会

も

企

画

し

て

お

り

、

「

田

舎

で

も

で

き

る

ん

だ

」

と

い

う

思

い

の

共

有

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

現

在

の

会

員

は

13

人

で

、

年

に

１

～

４

回

ほ

ど

、

ス

ポ

ー

ツ

体

験

の

機

会

を

提

供

(

企

画

運

営

)

し

て

お

り

、

小

学

生

を

中

心

に

、

コ

ロ

ナ

禍

前

に

は

約

１

０

０

人

が

参

加

し

た

企

画

も

！

そ

の

中

に

は

、

発

達

障

が

い

が

あ

っ

た

り

、

特

別

支

援

学

級

に

通

う

な

ど

、

サ

ポ

ー

ト

が

必

要

な

子

も

い

ま

す

が

、

活

動

を

通

し

て

落

ち

着

き

が

出

て

き

た

り

、

仲

間

を

思

い

や

る

気

持

ち

が

芽

生

え

て

き

て

い

る

と

言

い

ま

す

。

令

和

２

年

、

同

会

や

地

域

と

一

緒

に

な

っ

て

話

し

合

い

を

重

ね

た

結

果

、

休

団

し

て

い

た

「

大

原

ミ

ニ

バ

ス

」

が

活

動

を

再

開

。

ミ

ニ

バ

ス

に

関

わ

る

保

護

者

と

同

会

メ

ン

バ

ー

は

重

複

し

て

い

る

人

も

多

く

、

大

原

ミ

ニ

バ

ス

の

活

動

日

が

「

大

原

ス

ポ

ー

ツ

愛

好

会

の

話

し

合

い

の

場

」

に

も

な

っ

て

い

ま

す

。

「

事

業

の

準

備

や

実

施

後

も

、

母

親

は

家

の

こ

と

を

や

ら

な

け

れ

ば

い

け

な

い

で

す

が

、

こ

こ

に

い

る

間

は

『

楽

し

い

』

と

思

っ

て

も

ら

え

れ

ば

」

と

、

話

し

合

い

の

場

を

「

保

護

者

の

交

流

の

場

」

と

し

て

も

位

置

付

け

ま

す

。

２

年

前

か

ら

同

団

体

の

事

務

局

を

務

め

て

い

る

菅

原

み

な

み

さ

ん

も

「

下

の

子

ど

も

た

ち

も

ま

だ

小

さ

い

の

で

、

一

緒

に

子

育

て

を

し

な

が

ら

交

流

し

、

親

同

士

の

繋

が

り

も

で

き

て

い

ま

す

」

と

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

「

あ

る

程

度

地

元

で

人

材

育

成

し

、

子

ど

も

た

ち

が

本

気

で

や

り

た

い

こ

と

を

見

つ

け

、

は

ば

た

け

る

よ

う

に

な

っ

た

ら

、

ど

ん

ど

ん

外

に

出

て

も

ら

い

た

い

。

外

で

た

く

さ

ん

吸

収

し

た

ら

、

地

元

に

持

ち

帰

っ

て

共

有

し

、

次

の

世

代

が

ま

た

地

域

を

盛

り

上

げ

る

。

そ

ん

な

ふ

う

に

地

元

大

原

を

大

切

に

思

っ

て

く

れ

る

子

ど

も

た

ち

を

増

や

す

」

と

い

う

サ

イ

ク

ル

を

大

き

な

目

標

と

し

て

掲

げ

る

同

会

。

河

野

さ

ん

も

「

今

い

る

人

た

ち

が

魅

力

あ

る

地

域

づ

く

り

を

す

れ

ば

、

き

っ

と

い

つ

か

戻

っ

て

く

る

。

大

原

地

区

は

、

『

隣

は

何

を

す

る

人

ぞ

』

と

い

う

関

係

性

で

は

な

い

の

で

、

い

つ

の

日

か

ご

近

所

さ

ん

を

含

め

地

域

全

体

の

交

流

の

場

と

な

れ

ば

」

と

続

け

ま

す

。

今

後

の

課

題

と

し

て

、

活

動

資

金

の

確

保

を

あ

げ

つ

つ

も

、

「

地

域

の

子

ど

も

た

ち

が

大

人

と

一

緒

に

な

っ

て

笑

顔

に

な

る

よ

う

な

企

画

を

色

々

と

や

っ

て

い

き

た

い

と

思

う

の

で

、

仲

間

を

増

や

す

と

い

う

の

が

一

番

必

要

な

こ

と

か

な

」

と

常

に

前

向

き

で

す

。

こ

の

取

材

中

に

も

目

の

前

で

活

き

活

き

と

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

を

追

い

か

け

る

子

ど

も

た

ち

。

同

会

や

地

域

の

想

い

が

通

じ

、

将

来

は

彼

ら

が

、

ス

ポ

ー

ツ

を

通

じ

た

地

域

交

流

の

場

を

広

げ

て

い

く

こ

と

で

し

ょ

う

。

菅原菅原菅原菅原みなみみなみみなみみなみさんさんさんさん

北上市から大原へ。河

野さん同様、４人のマ

マ！無理のない協力を

心がけており、「ス

ポーツ活動を通じて親

も子も成長が実感でき

ている」とのこと。

河野麻希子河野麻希子河野麻希子河野麻希子さんさんさんさん

大東町に嫁いで15年。

「子どもたちの送迎に

はご近所さんのお力を

借りることも」と、大

原の「地域で子育てし

よう」という感覚を大

切にしています。

「

私

は

福

岡

県

出

身

で

、

大

東

町

大

原

に

嫁

ぎ

ま

し

た

。

私

が

生

ま

れ

育

っ

た

と

こ

ろ

は

、

多

種

多

様

な

習

い

事

や

養

成

所

、

体

験

や

経

験

の

場

が

整

っ

て

い

て

、

地

元

を

離

れ

て

初

め

て

『

恵

ま

れ

た

環

境

だ

っ

た

』

と

気

づ

か

さ

れ

ま

し

た

」

と

語

る

の

は

、

「

大

原

ス

ポ

ー

ツ

愛

好

会

」

会

長

で

、

４

人

の

子

を

育

て

る

河

野

麻

希

子

さ

ん

で

す

。

「

子

ど

も

た

ち

は

成

長

と

と

も

に

挑

戦

す

る

気

持

ち

が

芽

生

え

ま

す

が

、

こ

こ

(

大

原

)

に

は

メ

デ

ィ

ア

で

見

る

よ

う

な

『

や

っ

て

み

た

い

こ

と

』

を

体

験

で

き

る

場

が

少

な

い

ん

で

す

。

『

子

ど

も

の

挑

戦

』

や

『

夢

』

を

後

押

し

す

る

た

め

に

、

家

族

が

自

分

の

時

間

を

削

っ

て

遠

方

ま

で

送

迎

を

し

た

り

、

そ

う

し

た

活

動

の

あ

る

地

域

に

転

校

す

る

世

帯

も

あ

る

の

が

現

状

で

す

」

と

続

け

ま

す

。

転

機

と

な

っ

た

の

は

平

成

29

年

、

河

野

さ

ん

の

長

男

が

所

属

し

て

い

た

「

大

原

ミ

ニ

バ

ス

」

が

、

様

々

な

要

因

で

休

団

を

余

儀

な

く

さ

れ

た

こ

と

で

し

た

。

「

や

っ

て

み

た

い

」

の

場

が

さ

ら

に

失

わ

れ

た

現

実

に

、

河

野

さ

ん

を

含

む

元

大

原

ミ

ニ

バ

ス

の

保

護

者

や

卒

団

生

、

地

域

の

方

な

ど

十

数

名

が

一

念

発

起

！

「

子

ど

も

た

ち

が

様

々

な

体

験

や

挑

戦

が

で

き

る

場

の

提

供

・

環

境

づ

く

り

を

し

よ

う

」

と

、

「

大

原

ス

ポ

ー

ツ

愛

好

会

」

を

結

成

し

た

の

で

す

。

令

和

元

年

の

結

成

以

降

、

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

に

限

ら

ず

、

リ

ズ

ム

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

や

ダ

ブ

ル

ダ

ッ

チ

(

２

本

の

縄

を

使

っ

て

跳

ぶ

縄

跳

び

)

、

ダ

ン

ス

、

体

幹

を

鍛

え

る

た

め

の

ト

ラ

ン

ポ

リ

ン

な

ど

、

魅

力

的

な

ス

ポ

ー

ツ

体

験

を

子

ど

も

た

ち

に

提

供

し

て

い

る

同

会

で

す

が

、

結

成

か

ら

現

在

ま

で

こ

だ

わ

り

続

け

て

い

る

の

が

「

自

力

で

の

交

通

手

段

が

な

い

大

東

町

(

特

に

大

原

)

の

子

ど

も

た

ち

が

対

象

」

と

い

う

こ

と

。

「

旧

一

関

市

の

中

心

地

に

住

む

子

ど

も

た

ち

は

、

自

分

で

挑

戦

す

る

こ

と

が

で

き

る

環

境

が

そ

れ

な

り

に

整

っ

て

い

ま

す

が

、

こ

こ

の

子

ど

も

た

ち

は

ど

こ

に

行

く

に

も

送

迎

が

必

要

。

そ

ん

な

子

３４

団体

紹介

大原大原大原大原スポーツスポーツスポーツスポーツ愛好会愛好会愛好会愛好会

「大原ミニバスケットボールスポーツ少

年団(以下、大原ミニバス)」に所属してい

た保護者や卒団生で令和元年に結成。ス

ポーツ活動を通して「自分の好き」を見つ

けるチャンスや経験の場を提供しながら、

健全育成・人材育成活動を行っている。

は

ば

た

け

は

ば

た

け

は

ば

た

け

は

ば

た

け

子子子子

ど

も

た

ち

ど

も

た

ち

ど

も

た

ち

ど

も

た

ち

！！！！

そ

し

て

そ

し

て

そ

し

て

そ

し

て

戻戻戻戻

っ

て

お

い

で

っ

て

お

い

で

っ

て

お

い

で

っ

て

お

い

で

地

元

で

様

々

な

体

験

や

挑

戦

が

で

き

る

場

を

作

ろ

う

- Photo gallery -gallery -

自

然

自

然

自

然

自

然

なななな

地

域

貢

献

地

域

貢

献

地

域

貢

献

地

域

貢

献

冬

に

は

他

団

体

と

も

協

力

し

、

練

習

前

に

駐

車

場

の

雪

か

き

も

。

子

ど

も

た

ち

は

楽

し

い

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

だ

と

言

っ

て

頑

張

っ

て

く

れ

ま

す

。

ダ

ブ

ル

ダ

ッ

チ

に

も

ダ

ブ

ル

ダ

ッ

チ

に

も

ダ

ブ

ル

ダ

ッ

チ

に

も

ダ

ブ

ル

ダ

ッ

チ

に

も

自

分

が

夢

中

に

な

れ

る

も

の

を

見

つ

け

て

ほ

し

い

と

い

う

思

い

か

ら

、

ダ

ン

ス

や

ト

ラ

ン

ポ

リ

ン

、

ダ

ブ

ル

ダ

ッ

チ

に

も

挑

戦

。

次

は

Ｂ

Ｍ

Ｘ

！

バ

ス

ケ

ク

リ

ニ

ッ

ク

バ

ス

ケ

ク

リ

ニ

ッ

ク

バ

ス

ケ

ク

リ

ニ

ッ

ク

バ

ス

ケ

ク

リ

ニ

ッ

ク

海

外

で

の

プ

レ

イ

経

験

も

あ

る

指

導

者

か

ら

、

取

り

組

み

の

姿

勢

や

技

術

を

学

ん

だ

こ

と

も

。

身

体

の

使

い

方

も

丁

寧

に

見

て

も

ら

い

ま

し

た

。

リ

ズ

ム

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

リ

ズ

ム

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

リ

ズ

ム

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

リ

ズ

ム

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

リ

ズ

ム

の

感

度

を

あ

げ

る

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

を

す

る

こ

と

に

よ

り

、

ケ

ガ

の

予

防

や

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

向

上

へ

つ

な

げ

て

い

ま

す

。

Ｑ.スポーツ活動を通して感じることは？

会長会長会長会長 事務局事務局事務局事務局

大原スポーツ愛好会

ス

ポ

ー

ツ

を

通

し

、

子

ど

も

た

ち

の

可

能

性

を

広

げ

る

こうの あきこ すがわら みなみ

Ａ.成長
Ａ.仲間のありがたさ！

交

流

の

場

を

広

げ

、

地

域

を

盛

り

上

げ

る

種

を

蒔

く

〒029-0711 一関市大東町大原字一六101-3(河野)

TEL:090-6491-3926(同上)

写真：「大原ミニバス」の児童らと、大原スポー

ツ愛好会メンバー(一部)



と

な

っ

て

始

め

た

も

の

で

、

「

弥

栄

日

向

地

区

Ｐ

Ｔ

Ａ

子

供

育

成

会

」

と

、

金

昌

寺

の

日

頃

の

管

理

を

行

う

「

日

常

管

理

委

員

会

(
≒

檀

家

)

」

、

前

述

の

「

日

向

ど

ん

と

祭

実

行

委

員

会

」

が

開

催

に

協

力

。

民

区

と

し

て

は

賛

助

金

の

み

で

す

が

、

ほ

ぼ

全

戸

が

関

わ

る

た

め

、

自

ず

と

民

区

全

体

の

行

事

と

な

っ

て

い

ま

す

。

約

40

年

前

に

始

ま

っ

た

豆

ま

き

会

(

コ

ロ

ナ

禍

で

３

年

中

止

)

に

は

、

民

区

内

外

の

子

ど

も

と

そ

の

保

護

者

な

ど

が

集

ま

り

、

人

の

背

よ

り

も

高

い

赤

鬼

と

青

鬼

の

人

形

に

豆

を

投

げ

、

１

年

の

幸

せ

を

祈

り

ま

す

。

須

藤

さ

ん

は

、

「

民

区

と

し

て

の

行

事

は

少

な

い

か

も

し

れ

な

い

が

、

各

々

で

の

活

動

は

あ

っ

て

、

そ

こ

に

は

子

ど

も

も

絡

ん

で

く

る

。

自

分

の

子

ど

も

が

そ

こ

で

経

験

し

て

、

『

こ

ん

な

行

事

そ

う

い

え

ば

あ

っ

た

な

』

っ

て

思

い

出

し

て

く

れ

た

り

、

そ

の

経

験

が

子

か

ら

孫

へ

と

つ

な

が

れ

ば

、

な

お

嬉

し

い

ね

」

と

笑

顔

で

語

り

ま

す

。

同

民

区

内

に

は

「

日

向

子

供

会

」

が

あ

り

、

多

い

と

き

は

20

人

以

上

の

子

ど

も

が

子

供

会

の

構

成

員

で

し

た

。

夏

は

海

水

浴

、

民

区

内

の

お

寺

で

合

宿

、

冬

は

凧

揚

げ

な

ど

、

数

多

く

の

行

事

が

あ

り

ま

し

た

が

、

時

代

と

と

も

に

民

区

内

の

子

ど

も

が

減

少

。

小

学

生

を

対

象

と

し

て

い

た

子

供

会

も

、

現

在

で

は

中

学

生

ま

で

対

象

年

齢

を

広

げ

、

３

世

帯

４

人

が

構

成

員

と

な

っ

て

い

ま

す

。

そ

ん

な

子

供

会

が

40

年

以

上

続

け

て

い

る

活

動

が

「

か

わ

さ

き

夏

ま

つ

り

花

火

大

会

」

の

翌

日

に

行

う

ゴ

ミ

拾

い

で

す

。

今

年

で

50

回

を

迎

え

た

花

火

大

会

で

す

が

、

当

初

は

簡

易

ト

イ

レ

も

設

置

さ

れ

て

お

ら

ず

、

堤

防

の

上

で

は

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

を

楽

し

む

人

な

ど

で

多

く

の

ゴ

ミ

が

散

乱

し

て

い

た

と

言

い

ま

す

。

「

捨

て

ら

れ

た

ゴ

ミ

は

風

に

飛

ば

さ

れ

、

い

ず

れ

は

川

に

落

ち

て

環

境

汚

染

の

要

因

に

な

り

か

ね

な

い

。

自

分

た

ち

の

地

域

を

景

観

の

良

い

も

の

に

し

よ

う

と

始

め

た

」

と

振

り

返

り

、

「

今

で

は

民

区

住

民

の

有

志

も

参

加

し

、

一

緒

に

活

動

し

て

い

る

。

ま

た

、

運

営

側

の

対

策

等

で

年

々

捨

て

ら

れ

る

ゴ

ミ

は

減

っ

て

い

ま

す

が

、

今

後

も

こ

の

活

動

は

継

続

し

て

い

き

た

い

」

と

続

け

ま

す

。

花

壇

整

備

も

同

様

に

子

供

会

が

長

年

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

が

、

子

供

会

構

成

員

の

減

少

を

鑑

み

、

３

年

前

か

ら

は

民

区

行

事

に

も

取

り

入

れ

ま

し

た

。

花

苗

の

植

え

付

け

、

草

取

り

、

後

片

付

け

の

各

種

作

業

を

、

班

毎

に

割

り

当

て

し

、

子

供

会

と

一

緒

に

取

り

組

み

ま

す

。

「

子

ど

も

が

減

少

し

、

子

ど

も

た

ち

と

交

流

す

る

機

会

が

少

な

く

な

っ

て

い

る

中

で

コ

ロ

ナ

禍

に

。

地

域

の

子

ど

も

た

ち

と

の

交

流

が

さ

ら

に

制

限

さ

れ

て

し

ま

っ

た

が

、

こ

の

花

壇

整

備

は

子

ど

も

と

交

流

で

き

る

貴

重

な

機

会

に

つ

な

が

っ

て

い

る

」

と

、

高

橋

さ

ん

。

「

横

並

び

」

で

維

持

し

て

き

た

地

域

の

バ

ラ

ン

ス

も

大

切

に

し

な

が

ら

、

子

供

会

は

じ

め

、

各

種

組

織

の

在

り

方

を

少

し

ず

つ

検

討

し

、

時

代

に

適

応

さ

せ

て

い

き

ま

す

。

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

区長区長区長区長

高橋東喜高橋東喜高橋東喜高橋東喜さんさんさんさん

５期10年目。区長の前

は会計を２期務め、民

区運営に長年携わるほ

か、弥栄地域の地域協

働体「弥栄地区まちづ

くり協議会」の会長も

務めています。

須藤新一須藤新一須藤新一須藤新一さんさんさんさん

５期10年目。各戸１人

は委員となっている

「日常管理委員会」の

委員長も務め、区長と

一緒に民区運営を支え

ています。

富

沢

村

と

楊

生

村

が

明

治

８

年

に

合

併

し

て

誕

生

し

た

旧

弥

栄

村

。

富

沢

村

側

に

位

置

す

る

弥

栄

第

４

民

区

に

は

、

か

つ

て

は

診

療

所

や

商

店

、

小

・

中

学

校

、

幼

児

園

、

公

民

館

な

ど

が

建

ち

並

び

、

弥

栄

村

の

中

心

地

だ

っ

た

と

言

い

ま

す

。

令

和

４

年

度

現

在

も

、

同

民

区

内

に

は

一

関

市

弥

栄

市

民

セ

ン

タ

ー

、

幼

稚

園

な

ど

が

あ

り

ま

す

が

、

「

当

時

は

商

店

が

並

び

、

と

て

も

栄

え

て

い

た

。

現

在

は

当

時

の

面

影

が

あ

ま

り

残

っ

て

お

ら

ず

、

今

年

度

に

は

幼

稚

園

も

閉

園

と

な

り

、

さ

ら

に

寂

し

く

な

る

」

と

、

区

長

の

高

橋

東

喜

さ

ん

は

切

な

い

表

情

を

見

せ

ま

す

。

東

西

に

広

が

り

、

北

上

川

に

も

隣

接

し

て

い

る

た

め

、

富

沢

堤

防

が

出

来

上

が

る

ま

で

は

洪

水

常

襲

地

帯

だ

っ

た

同

民

区

で

す

が

、

な

ぜ

か

昔

か

ら

地

名

と

し

て

は

存

在

し

な

い

「

日

向

」

と

呼

ば

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

理

由

に

つ

い

て

高

橋

さ

ん

や

総

務

・

会

計

の

須

藤

新

一

さ

ん

は

「

こ

の

民

区

は

山

の

上

(

高

地

)

に

位

置

し

、

他

の

民

区

よ

り

も

日

当

た

り

が

良

か

っ

た

か

ら

で

は

な

い

か

」

と

推

測

。

実

際

、

現

在

も

事

業

所

の

農

場

が

立

地

す

る

な

ど

、

農

環

境

に

恵

ま

れ

た

エ

リ

ア

で

す

。

同

民

区

内

に

は

様

々

な

組

織

が

横

並

び

で

存

在

し

、

「

弥

栄

第

４

民

区

」

と

し

て

の

事

業

(

春

・

秋

の

一

斉

清

掃

や

地

区

内

環

境

保

全

活

動

、

新

年

交

賀

会

な

ど

)

以

外

に

も

、

同

民

区

住

民

が

広

く

参

加

協

力

す

る

活

動

が

あ

り

ま

す

。

毎

年

１

月

に

行

わ

れ

る

「

日

向

ど

ん

と

祭

」

は

、

「

日

向

ど

ん

と

祭

実

行

委

員

会

」

を

中

心

に

開

催

さ

れ

(

コ

ロ

ナ

禍

で

２

年

中

止

)

、

民

区

と

し

て

は

賛

助

金

と

い

う

形

で

支

援

し

ま

す

。

民

区

内

の

子

ど

も

が

神

の

使

い

と

な

っ

て

お

焚

き

上

げ

の

点

火

と

い

う

大

役

を

担

い

ま

す

。

ま

た

、

民

区

内

に

あ

る

金

昌

寺

で

行

わ

れ

る

「

節

分

豆

ま

き

会

」

も

そ

の

一

つ

で

す

。

「

せ

っ

か

く

地

元

に

あ

る

お

寺

な

の

で

何

か

活

用

が

で

き

な

い

か

」

と

当

時

の

「

金

昌

寺

読

経

会

」

が

中

心

弥栄第４民区

５６

横

並

横

並

横

並

横

並

び

の

び

の

び

の

び

の

各

種

組

織

各

種

組

織

各

種

組

織

各

種

組

織

がががが

「「「「

補

完

補

完

補

完

補

完

」」」」

しししし

合合合合

い

な

が

ら

い

な

が

ら

い

な

が

ら

い

な

が

ら

俗

称

は

「

日

向

」

- Photo gallery -gallery -

「「「「

日

向

日

向

日

向

日

向

サ

ロ

ン

サ

ロ

ン

サ

ロ

ン

サ

ロ

ン

」」」」

サ

ロ

ン

実

施

時

に

は

、

「

日

向

お

茶

呑

み

会

の

唄

」

を

熱

唱

し

て

い

ま

し

た

が

、

コ

ロ

ナ

禍

で

歌

は

休

止

中

。

ま

た

歌

え

る

日

が

楽

し

み

で

す

。

当

祝

者

当

祝

者

当

祝

者

当

祝

者

にににに

記

念

品

贈

呈

記

念

品

贈

呈

記

念

品

贈

呈

記

念

品

贈

呈

毎

年

、

弥

栄

地

区

福

祉

活

動

推

進

協

議

会

と

一

緒

に

取

り

組

む

敬

老

事

業

。

今

年

度

は

、

民

区

内

の

27

名

に

記

念

品

が

贈

ら

れ

ま

し

た

。

世

代

世

代

世

代

世

代

をををを

越越越越

え

た

え

た

え

た

え

た

交

流

交

流

交

流

交

流

のののの

場場場場

今

年

度

の

花

壇

整

備

に

は

、

子

供

会

と

民

区

住

民

の

15

名

ほ

ど

が

参

加

。

子

ど

も

た

ち

も

大

人

に

負

け

じ

と

一

生

懸

命

作

業

に

取

り

組

み

ま

し

た

。

豆豆豆豆

ま

き

ま

き

ま

き

ま

き

会会会会

のののの

主

役

主

役

主

役

主

役

赤

鬼

・

青

鬼

の

人

形

は

住

民

が

手

作

り

し

た

も

の

。

鬼

た

ち

が

着

用

し

て

い

る

服

は

、

各

家

庭

で

着

れ

な

く

な

っ

た

も

の

を

着

せ

て

い

ま

す

。

地域

紹介

弥栄第弥栄第弥栄第弥栄第４４４４民区民区民区民区((((弥栄弥栄弥栄弥栄))))

行政区は「弥栄４区」。52世帯133人が暮

らす。行政区長が民区長として自治機能の

トップも担い、総務・会計、班長(５班)、衛

生委員、監事などで事業を行う。

一関

人

口

減

少

な

ど

、

変

化

に

は

柔

軟

に

対

応

民

区

内

の

各

種

組

織

が

協

力

し

あ

っ

て
たかはしとうき すとう しんいち

Ａ.協力 Ａ.「日向」という明るい地区

左の写真：新年交賀会の様子(令和２年度)

総務総務総務総務・・・・会計会計会計会計

よ

う

!?!?!?!?



岩

手

県

(

一

関

市

花

泉

町

)

と

宮

城

県

(

登

米

市

)

の

県

境

を

流

れ

る

河

川

「

夏

川

」

。

そ

の

沿

岸

の

「

夏

川

沿

岸

土

地

改

良

区

」

エ

リ

ア

に

農

地

を

所

有

す

る

住

民

４

５

５

人

が

構

成

員

と

な

り

、

当

該

地

域

農

業

の

「

担

い

手

(

経

営

主

体

)

」

と

位

置

付

け

ら

れ

て

い

る

の

が

「

農

事

組

合

法

人

な

つ

か

わ

フ

ァ

ー

ム

」

で

す

。

奥

州

藤

原

氏

の

荘

園

で

あ

る

「

高

倉

荘

園

」

に

も

含

ま

れ

、

水

稲

栽

培

の

環

境

に

は

恵

ま

れ

た

エ

リ

ア

で

す

が

、

土

水

路

の

維

持

管

理

や

、

大

型

化

が

進

む

機

械

に

対

し

て

狭

小

な

農

道

な

ど

、

改

善

が

望

ま

れ

る

課

題

が

散

見

さ

れ

る

な

か

、

念

願

の

圃

場

整

備

事

業

に

手

上

げ

し

(

同

改

良

区

内

97

％

以

上

の

同

意

を

獲

得
)

、

採

択

さ

れ

た

の

は

平

成

14

年

度

で

し

た

。

油

島

・

涌

津

・

永

井

と

、

３

地

区

に

ま

た

が

る

た

め

、

そ

れ

ぞ

れ

に

圃

場

整

備

に

紐

づ

く

営

農

組

合

が

発

足

。

整

備

中

の

平

成

25

年

か

ら

は

、

農

業

を

取

り

巻

く

情

勢

を

鑑

み

、

３

つ

の

営

農

組

合

を

統

合

し

た

農

事

組

合

法

人

設

立

を

目

指

し

、

説

明

会

を

重

ね

ま

し

た

。

平

成

26

年

９

月

、

４

２

１

人

の

組

合

員

(

現

在

は

４

５

５

人

)

で

法

人

を

設

立

。

平

成

28

年

度

に

は

受

益

面

積

５

２

５

ｈ

ａ

に

も

及

ぶ

圃

場

整

備

が

完

了

し

、

う

ち

４

６

８

ｈ

ａ

が

同

法

人

に

集

積

さ

れ

ま

し

た

。

な

お

、

農

地

利

用

集

積

を

進

め

る

た

め

、

法

人

設

立

と

併

せ

て

「

農

地

中

間

管

理

事

業

」

も

導

入

し

て

お

り

、

圃

場

整

備

事

業

を

経

て

、

令

和

３

年

度

末

の

農

地

利

用

集

積

率

は

９

２

・

５

６

％

と

な

っ

て

い

ま

す

。

圃

場

整

備

に

あ

た

り

、

推

進

側

(

土

地

改

良

区

)

役

員

が

目

指

し

た

の

が

「

孫

子

に

負

担

を

背

負

わ

せ

な

い

」

こ

と

。

農

地

所

有

者

に

１

割

程

度

は

負

担

金

が

発

生

す

る

こ

と

が

一

般

的

で

す

が

、

様

々

な

工

夫

と

英

断

を

重

ね

る

こ

と

で

「

負

担

金

ゼ

ロ

」

を

達

成

し

ま

し

た

。

同

法

人

の

場

合

、

農

地

の

出

し

手

、

受

け

手

の

双

方

が

構

成

員

で

あ

り

、

そ

の

数

は

他

農

事

組

合

法

人

と

比

べ

飛

び

ぬ

け

て

多

い

た

め

、

法

人

と

し

て

の

意

思

統

一

、

合

意

形

成

は

容

易

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

の

一

つ

が

「

受

託

者

」

の

考

え

方

。

組

合

員

の

多

く

は

離

農

し

て

い

ま

す

が

、

そ

れ

で

も

受

託

者

は

１

１

６

人

(

発

足

時

は

約

１

３

０

人

)

。

「

経

営

」

の

こ

と

だ

け

を

考

え

れ

ば

、

半

数

以

下

の

人

数

を

「

雇

用

」

し

た

方

が

人

件

費

は

抑

え

ら

れ

ま

す

が

、

「

そ

れ

で

は

地

域

の

つ

な

が

り

に

波

風

が

立

つ

」

と

、

代

表

理

事

(

組

合

長

)

の

及

川

雄

一

さ

ん

。

「

農

業

機

械

を

所

有

し

て

い

る

人

、

身

体

が

動

く

限

り

農

業

を

続

け

た

い

と

い

う

人

の

想

い

も

尊

重

し

な

が

ら

、

『

経

営

と

地

域

』

と

い

う

関

係

性

を

考

え

て

い

か

な

け

れ

ば

」

と

続

け

ま

す

。

令

和

３

年

度

に

「

中

長

期

ビ

ジ

ョ

ン

」

を

策

定

し

、

今

後

10

年

の

ロ

ー

ド

マ

ッ

プ

を

描

い

た

同

法

人

。

構

成

員

と

の

意

思

統

一

を

進

め

な

が

ら

、

目

下

の

目

標

は

若

い

世

代

を

専

従

職

員

と

し

て

雇

用

す

る

体

制

の

整

備

で

す

。

そ

の

上

で

、

ス

マ

ー

ト

農

業

の

導

入

や

「

な

つ

か

わ

ブ

ラ

ン

ド

」

の

確

立

な

ど

、

地

域

農

業

の

担

い

手

と

し

て

、

挑

戦

を

続

け

ま

す

。

７

企業

紹介

農事組合法人なつかわファーム花泉

平成26年９月15日設立。「油島地区営農組合(平成16年発足)」「涌津地区営農

組合(平成17年発足)」「永井地区営農組合(平成19年発足)」が一本化し、圃場整

備後の「担い手(農業経営の主体)」として、農地利用を集積。その集積面積は

468haにも及び、県下一位を誇る(令和４年現在)。

水稲品種「ひとめぼれ」「金色の風」等を生産し、主力の「ひとめぼれ」は

ＪＡを通じ、福岡県の「エフコープ(生活協同組合)」に全量出荷。そのほか、

畜産農家(構成員)用のホールクロップサイレージ用稲や、とうもろこし、ズッ

キーニ、寒じめ白菜などの野菜栽培(転作圃場)にも取り組む。

「「「「経営経営経営経営」」」」 ＜＜＜＜ 「「「「地域地域地域地域」」」」のバランスをのバランスをのバランスをのバランスを取取取取りながらりながらりながらりながら

圃

場

整

備

後

進

地

か

ら

岩

手

県

一

の

集

積

圃

場

へ

１

倉庫には各種農業機械がズラリ！

DATA

〒029-3206

一関市花泉町永井字神明93

(夏川沿岸土地改良区建物内)

TEL＆FAX 0191-36-2171

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第44444444話話話話

今月のテーマ

平成28年度完成の「ＪＡいわて平

泉 夏川地区カントリーエレベー

ター」。

今年度新調したヤンマーの６条刈

コンバイン(ＹＨ６１１５)。

高めるべきは高めるべきは高めるべきは高めるべきは「「「「心意気心意気心意気心意気」」」」とととと「「「「専門性専門性専門性専門性」」」」

地域企業の理念にせまります。

８

孫

子

(

ま

ご
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に
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す

の

は

明

る

い

地

域

営

農

の

仕

組

み

NPOという存在が時間の経過とともに‘社会の担い手の一人’とされるようになりました。一方で、「「「「コミュコミュコミュコミュ

ニティビジネスニティビジネスニティビジネスニティビジネス」」」」や「「「「ソーシャルビジネスソーシャルビジネスソーシャルビジネスソーシャルビジネス」」」」という横文字と同系列に並べられ、‘NPO＝コミュニティビジネ

ス’というイメージも。間違いではないと思いますが、個人的には違和感があるのです。

「「「「コミュニティビジネスコミュニティビジネスコミュニティビジネスコミュニティビジネス」」」」とは、課題解決課題解決課題解決課題解決のののの手法手法手法手法にビジネスのにビジネスのにビジネスのにビジネスの視点視点視点視点をををを持持持持ちちちち、、、、課題解決課題解決課題解決課題解決とととと同時同時同時同時にコミュニティのにコミュニティのにコミュニティのにコミュニティの

再生再生再生再生やややや新新新新しいしいしいしい雇用雇用雇用雇用のののの創出創出創出創出、、、、地域経済地域経済地域経済地域経済のののの活性化活性化活性化活性化をををを狙狙狙狙うものうものうものうものです。地方の企業が掲げる企業理念は、「「「「地域地域地域地域のためにのためにのためにのために

〇〇〇〇〇〇〇〇」「」「」「」「地域地域地域地域のののの〇〇〇〇〇〇〇〇をををを課題課題課題課題としてとしてとしてとして」」」」というものが多く、コミュニティビジネスに通じるものがあります。全国展

開する大手の企業もCSRCSRCSRCSR活動活動活動活動(企業の社会貢献活動)に取り組んでいますし、さらに今はSDGsSDGsSDGsSDGsのののの観点観点観点観点から、持続可

能な社会のために地域の課題解決に積極的になり、コミュニティ(地域課題)やソーシャル(社会問題)の分野でも

活躍が目立ちます。つまり、何もNPOだけがコミュニティビジネスを担う存在ではないのです。

むしろ、もともと経営経験があったり、起業志望の人であればまだしも、ビジネスに不慣れなNPOや市民組織

が「コミュニティビジネス」と謳っても、ビジネススキルが伴っていなければ成立しません。 NPOをたちあげる

＝ビジネスに絡めるのではなく、まずはボランタリーなまずはボランタリーなまずはボランタリーなまずはボランタリーな活動活動活動活動からからからから取取取取りりりり組組組組んでいきんでいきんでいきんでいき、、、、そこからビジネスとしてのそこからビジネスとしてのそこからビジネスとしてのそこからビジネスとしての芽芽芽芽

がががが出出出出るるるる要素要素要素要素があればコミュニティビジネスにがあればコミュニティビジネスにがあればコミュニティビジネスにがあればコミュニティビジネスに発展発展発展発展させればさせればさせればさせれば良良良良いいいいのであって、無理をする必要はないと思っていま

す。

地域運営の落とし穴㉘NPO=コミュニティビジネス？
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農

地
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間
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機
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(
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、
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農
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が

、

農

地
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・
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、
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等

に
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利

用
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件
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改
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を

行

う

仕

組

み

。

※

２

最近のNPOは、補助金や助成金ありきになっていて、市民公益市民公益市民公益市民公益のののの気持気持気持気持ちちちちから遠ざかっているように感じることが。

社会課題に対する新たなプレーヤーの誕生に期待する気持ちの表れなのか、従来の事業支援の助成金だけでなく、

設立支援の助成金も増えてきています。しかし、設立後に自立できるか未知数の部分も多く……。

収支を生まなくても動かさなければいけない「公共事業」同様、NPONPONPONPOもももも収支収支収支収支ではなくではなくではなくではなく、「、「、「、「課題課題課題課題」」」」があるからがあるからがあるからがあるから活動活動活動活動

します。もちろん何をするにも資金は必要ですが、心意気心意気心意気心意気((((＝＝＝＝覚悟覚悟覚悟覚悟))))が必要ではないかと思うのです。持ち寄りの

会費を原資に、身の丈に合った活動からスタートし、経験を積み重ねながら事業の必要性に重みをもたせていく。

そんな心意気を持った‘コテコテのNPO’は、ボランティア要素が強く、美徳を優先します。コロナ禍で食糧支援

を必要とする人たちのために身銭を切って食糧を集め、自分の生活が苦しくなったりすることもありますが、市

民セクターの動きは、非常に面白いです。熱い思いをもった市民らしくていいじゃないですか。とは言え、組織

としての活動なので、運営運営運営運営のルールのルールのルールのルールやコンプライアンスのコンプライアンスのコンプライアンスのコンプライアンスの順守順守順守順守(≒マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント)は絶対！という部分はあります。

収支を生むか生まないかで判断するなら、今はNPONPONPONPO法人法人法人法人のほかにものほかにものほかにものほかにも様々様々様々様々なななな法人格法人格法人格法人格があるがあるがあるがあるので、そちら(一般社団

法人等)を選択した方がいいでしょう。起業しやすさの理由でNPO法人を選択する時代ではなくなりました。

NPOは、地域や社会の課題をキャッチし、その課題に対して専門的なノウハウやスキルを持っていることが強み

であり、事業規模の大小を問うものではありません。むしろ事業規模事業規模事業規模事業規模がががが小小小小さくてもさくてもさくてもさくても、、、、企業企業企業企業などとタイアップやなどとタイアップやなどとタイアップやなどとタイアップや連連連連

携携携携をををを図図図図りながらりながらりながらりながら課題解決課題解決課題解決課題解決していくしていくしていくしていくことが、双方の強みを生かすことになるので、効率的と考えます。ちょっと前

の時代は、様々な部署(部門)を抱えた「自己完結型」の企業も多くありましたが、今は、自己完結型よりも「「「「事事事事

業連携業連携業連携業連携」」」」をする「「「「パートナーシップパートナーシップパートナーシップパートナーシップ型型型型」」」」が増えてきているように感じます。それぞれがそれぞれがそれぞれがそれぞれが専門領域専門領域専門領域専門領域をををを高高高高めめめめ、、、、連携連携連携連携すすすす

ることによりることによりることによりることにより成果成果成果成果をををを最大限最大限最大限最大限にににに引引引引きききき出出出出していくしていくしていくしていく「「「「協働型協働型協働型協働型のののの社会社会社会社会」」」」です。NPONPONPONPOもももも事業規模事業規模事業規模事業規模ではなくではなくではなくではなく、「、「、「、「専門性専門性専門性専門性」」」」をををを高高高高めめめめ、、、、

協働型社会協働型社会協働型社会協働型社会のののの一員一員一員一員としてとしてとしてとして頑張頑張頑張頑張っていきましょうっていきましょうっていきましょうっていきましょう。。。。

＜地域の課題＞家庭の事情で満足に食事ができていない子どもがいる

＜ＮＰＯ＞地域の関係団体や有志が集まって、収支にはこだわらず、支援を開始！

＜コミュニティビジネス＞ビジネスの視点を主に、課題解決につながる事業を展開(起業含め)！
※地域の範囲にこだわらず、広く社会問題に対しての事業になると「ソーシャルビジネス」と呼ばれる。

基本はボランティアで運営

採算の合うようにビジネスとして運営(経営)

例

※ここで言う「NPO」は、広く市民活動団体全般を指し、

「NPO法人」のことだけを指しているわけではありません。



センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
72727272

■

身

近

な

存

在

だ

っ

た

大

麦

と

こ

う

せ

ん

粉

世代によってはその存在すら知られていない「こうせん粉」。果たして当地域では現

在のどの世代を中心に食べられていたものなのか、また、どのような食べ方をしていた

のか、実食も交えた調査を行いました！（当センター主催イベント「いちのせき市民

フェスタ22」の中に調査ブースを設置し、参加団体や会場に訪れた一般来場者合計33人

にご協力をいただきました)

前号で「たばこどき」について調査する過程で、中高年世代に向けて「幼少期のお

やつ」に関するヒアリングも行いました。その中で聞かれたのが「こうせん粉」とい

う回答。中高年世代にとっては「なつかしい」ものである一方、平成生まれ世代では

見聞きしたことのないという人も多い「こうせん粉」。当地域において「こうせん

粉」はどれほど馴染みがあり、いつ(まで)・誰が・どのようにして食べていたのか、

調査してみました。 ※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。
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も
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。

＜参考文献＞ 誌面スペースの都合上、ここでは割愛させていただき、当センターホームページにて掲載しております。ご了承ください。

こうせん粉こうせん粉こうせん粉こうせん粉をををを

食べてもらった食べてもらった食べてもらった食べてもらった
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２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

麦類 麦踏み③ 麦踏み④ 出穂 登熟

刈り取り

はせ掛け

脱穀 土づくり

種まき

麦踏み①

麦踏み②

葉たばこ 種まき 定植 土寄せ

心止め

収穫

残幹処理

(耕起)

豆類 種まき 土寄せ

1111

1111

6666

7777

3333

1111

11111111

2222

1111

0000 5555 10101010

知知知知っていてっていてっていてっていて食食食食べたべたべたべた事事事事があるがあるがあるがある

知知知知っているがっているがっているがっているが食食食食べたべたべたべた事事事事はないはないはないはない

知知知知らないらないらないらない

生生生生まれたまれたまれたまれた年年年年

昭和昭和昭和昭和20202020年以前年以前年以前年以前

昭和昭和昭和昭和21212121～～～～30303030年年年年

昭和昭和昭和昭和31313131～～～～55555555年年年年

昭和昭和昭和昭和56565656～～～～63636363年年年年

平成以降平成以降平成以降平成以降

「「「「こうせんこうせんこうせんこうせん粉粉粉粉」」」」をををを

知知知知っていますかっていますかっていますかっていますか？？？？

QQQQ 「こうせん粉」を知っているかどうかを尋ねた結果が左グラフです。

昭和昭和昭和昭和55555555年年年年((((今年今年今年今年42424242歳歳歳歳))))以前生以前生以前生以前生まれのまれのまれのまれの方方方方のののの多多多多くはくはくはくは存在存在存在存在をををを知知知知っておりっておりっておりっており、、、、かつかつかつかつ

食食食食べたべたべたべた経験経験経験経験もあるもあるもあるもあるようです。一方、平成以降生まれだとほぼ認知され

ておらず。唯一「知っていて食べた事がある」と回答した方は、今で

も家族がたまに食べているとのことでした。

どんなどんなどんなどんな食食食食べべべべ方方方方をしていましたかをしていましたかをしていましたかをしていましたか？？？？(複数回答可)QQQQ 4

4
11

1

■■■■そのままそのままそのままそのまま ■■■■おおおお湯湯湯湯でででで溶溶溶溶いていていていて((((何何何何もももも加加加加えずえずえずえず))))

■■■■砂糖砂糖砂糖砂糖をををを加加加加えてえてえてえて、、、、おおおお湯湯湯湯でででで溶溶溶溶くくくく ■■■■ごごごご飯飯飯飯にににに混混混混ぜてぜてぜてぜて

次に、食べた経験のある方(18人)に、食べ方に

ついて尋ねた結果が右の円グラフです(複数回答可

にした結果、回答数は20)。最も多いのが「「「「砂糖砂糖砂糖砂糖をををを加加加加えておえておえておえてお湯湯湯湯でででで溶溶溶溶くくくく」」」」

という食べ方で、どの年代でもこの回答が。なお、「「「「そのままそのままそのままそのまま」」」」をををを選選選選

択択択択したしたしたした４４４４人人人人はははは昭和昭和昭和昭和30303030年以前生年以前生年以前生年以前生まれのまれのまれのまれの方々方々方々方々でした。

また、「どんな時に食べていたか」という問いに対しては、８割近

くが「「「「日常日常日常日常のおやつのおやつのおやつのおやつ」」」」でしたが、日常的にではなく、「「「「病気病気病気病気やややや妊娠中妊娠中妊娠中妊娠中

などのなどのなどのなどの栄養補給栄養補給栄養補給栄養補給」」」」として食べていたという方もいました。

本調査には一関市赤荻にある「「「「((((有有有有))))松勘商店松勘商店松勘商店松勘商店」」」」

さんの「こうせん粉」を使用。同商品は約約約約70707070年前年前年前年前

に販売を開始し、製造方法等のリニューアルを重

ねてきました。現在は県内産県内産県内産県内産の大麦を使用してい

ますが、販売当初販売当初販売当初販売当初はははは地元産大麦地元産大麦地元産大麦地元産大麦をををを使用使用使用使用。健康志向

の高まりから、近年は販売数販売数販売数販売数がががが右肩上右肩上右肩上右肩上がりがりがりがりで、

銀座にある本県アンテナショップでも販売中！

◀実際の調査の様子。ベトナム出身の若

者たちからは「ベトナムにも同じような

食べ物があり、朝食に飲む」という情報

をいただきました。なお、今回初めて

「こうせん粉」を食べた人からは「美味

しかったが、好んでは食べない(砂糖入

りでも)」という声が多い中、砂糖なし

版を「日常的にも食べたい」と答えた平

成以降生まれも存在していました！

～昭和50年頃まで！生活を支えた大麦

『磐清水村史』によると、昭和30年の作付け面積は大麦が701反、小麦が410

反であるのに対し、米は121反。山間部山間部山間部山間部などなどなどなど、、、、水稲栽培水稲栽培水稲栽培水稲栽培のののの圃場整備圃場整備圃場整備圃場整備がががが遅遅遅遅れたれたれたれた地地地地

域域域域においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、栽培栽培栽培栽培しやすいしやすいしやすいしやすい麦類麦類麦類麦類をををを可能可能可能可能なななな限限限限りりりり作付作付作付作付けしていたけしていたけしていたけしていたと推測。

また、麦類を多く栽培していた当時は、水車や石臼を使って、自力で製粉し

ていた家も多いようですが、集落規模で製粉屋製粉屋製粉屋製粉屋があったという話(千厩、大東

のヒアリング結果より)や、製麺屋が製粉と製麺をしていたという事例も。

ちなみに、製粉をお願いする際には、現金で支払うのではなく、原材料を提

供する(収穫した麦類を持ち込み、そのうちの何割かを製粉屋に納め、その対

価に見合った量を製粉してもらう)というパターンが主流だったようです。

同様に、麦類と魚や肉などを、物々交換物々交換物々交換物々交換することもあったと言い、「食糧」

としてだけでなく、おおおお金金金金のようなのようなのようなのような役割役割役割役割も担っていたようです。

大麦はイネ科の植物で、大きく「二条種」「六条種」に分けられます。その中で、「はだか麦(子実の外

皮が剥がれやすく、粒が裸になる種)」「もち麦(もち性遺伝子型を有する品種)」など、品種が複数存在し

ます。麦作麦作麦作麦作にににに熱心熱心熱心熱心だっただっただっただった千厩町磐清水千厩町磐清水千厩町磐清水千厩町磐清水・・・・濁沼濁沼濁沼濁沼のののの藤野芳右衛門藤野芳右衛門藤野芳右衛門藤野芳右衛門というというというという人物人物人物人物はははは「「「「東山一号東山一号東山一号東山一号」」」」というというというという大麦大麦大麦大麦のののの新品新品新品新品

種種種種をををを創創創創りりりり出出出出したというしたというしたというしたという記録記録記録記録もももも。

なお、「押し麦」は外皮を剥いた大麦を蒸してから平たく加工(圧ぺん)したものであり、一般的にはうる

ち性の品種が使われているようです。

畑を有効活用！間作栽培の知恵

「生きるために必要な食糧を得る」ために、間作などの工夫

をしながら麦を栽培してきましたが、水稲の栽培環境も整い、

さらに「「「「商品経済商品経済商品経済商品経済」」」」がががが発達発達発達発達したことで、農家農家農家農家においてもにおいてもにおいてもにおいても「「「「換金換金換金換金

作物作物作物作物」」」」のののの方方方方がががが重要重要重要重要にににになっていき、それまで暮らしを支えてくれ

ていた麦は急激に姿を消していきました。地域差はありますが、

ヒアリングや文献資料から推測するに、概概概概ねねねね昭和昭和昭和昭和35353535年頃年頃年頃年頃がががが転換転換転換転換

期期期期だったようです。

▲小麦・大麦ともに、畝畝畝畝をををを立立立立てててててててて栽培栽培栽培栽培(左写真は大東町摺沢地域で小麦栽培

を行う農家さんの畑)。当時は麦畝の間(色付けした部分)で葉たばこ等を栽

培し、麦の刈り取り後は残った株ごと土寄せを行いました(右イラスト参照)。

▼当地域における間作栽培のスケジュール。麦は秋秋秋秋にににに種種種種をををを蒔蒔蒔蒔きききき、、、、５５５５枚枚枚枚のののの葉葉葉葉

がついたらがついたらがついたらがついたら１１１１回目回目回目回目のののの「「「「麦踏麦踏麦踏麦踏みみみみ」」」」をし、「「「「分分分分けつけつけつけつ」」」」させます。２～４回目は

霜柱で根が持ち上げられるのを防ぐことが目的です。葉たばこは直播きせ

ず、苗床である程度育ててから間作場所に定植します。

orororor

収穫

「麦畑」と聞くと、広大な土地で黄金の穂が揺れている光景をイメージしてしまいがちですが、当地域当地域当地域当地域におけるにおけるにおけるにおける昭和昭和昭和昭和30303030年代頃年代頃年代頃年代頃まままま

でのでのでのでの麦栽培麦栽培麦栽培麦栽培はははは「「「「間作栽培間作栽培間作栽培間作栽培」」」」がががが基本基本基本基本でした。全国で見れば、水稲と大麦の二毛作(同じ圃場にて、冬～初夏にかけて大麦、初夏～秋

にかけて水稲)をしている地域が多いようですが、当地域では大麦大麦大麦大麦とととと葉葉葉葉たばこたばこたばこたばこ、、、、もしくはもしくはもしくはもしくは大麦大麦大麦大麦とととと豆類豆類豆類豆類のののの「「「「間作間作間作間作」」」」が主流！

「間作」とは、ある農作物の畝畝畝畝とととと畝畝畝畝のののの株株株株のののの間間間間にににに他他他他のののの作物作物作物作物をををを植植植植えてえてえてえて栽培栽培栽培栽培することで、「「「「限限限限られたられたられたられた畑畑畑畑のののの土地土地土地土地をををを有効有効有効有効にににに活用活用活用活用するするするする」」」」とい

う考え方によるものです。加えて、麦麦麦麦をををを刈刈刈刈りりりり取取取取ったったったった後後後後のののの根元根元根元根元をををを残残残残したまましたまましたまましたまま、、、、葉葉葉葉たばこなどにたばこなどにたばこなどにたばこなどに「「「「土寄土寄土寄土寄せせせせ」」」」することで、株株株株のふらつきのふらつきのふらつきのふらつき

をををを押押押押さえるだけでなくさえるだけでなくさえるだけでなくさえるだけでなく、、、、保温効果保温効果保温効果保温効果やややや追肥的追肥的追肥的追肥的なななな効果効果効果効果もももも期待期待期待期待できたのだとか。さらに、葉たばこにおいては、「「「「タバコモザイクタバコモザイクタバコモザイクタバコモザイク病病病病」」」」と

いう「タバコモザイクウイルス」による感染症感染症感染症感染症をををを防除防除防除防除するするするする効果効果効果効果も。ただし、間作では収量に限界が出てくるため、当地域で葉たば

こ栽培がピークとなった昭和30～40年代には、葉たばこ栽培を優先し、麦類との間作は減っていきました。


